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研究成果の概要（和文）：東北アジアにおける西欧受容の在り方について、中国・韓国の大学を

歴訪し、意見交換して知見を深めたこと。それによって我が国の西欧言語教育の在り方を見直

し、かつ、将来の同地域における人的交流や資料交換のためのネットワーク作りを急ぐ必要を

感じた。ただし韓国の大学は形態・教育内容ともに日本に似ているので問題ないが、中国は国

の監視が厳しいのと、教育が実学に偏向しているので、交流は当面専門家間のものに限定され

るだろう。 

 
研究成果の概要（英文）：Due to the visits to major universities of China and Korea, I got a 

better understanding of the reception of the Occident in the North East Asia. As a result, I 

felt an urgent need to review our country’s current program of occidental language 

education and to make a network of researchers and relevant documents in this part of the 

world. However, if between Korea and Japan, we don’t see any particular obstacle in doing 

so, because our school systems as well as educational contents are similar, with the 

continental China, it will be different. Chinese universities are under the strict control of 

the Government, not yet enough open and free to the external world, so that for the 

moment, exchange should be limited to that between specialists on individual level. 
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１．研究開始当初の背景 

 明治維新からおよそ 140 年の歳月が経ち、
その間、二度の世界大戦があり、冷戦構造に
終止符が打たれ、経済のグローバル化が進み、
世界は大きく変貌した。そうした中で、高等

教育における外国言語文化の摂取の在り方
についても根本的に見直す必要があるので
はないかと思われた。明治維新にさかのぼっ
て考えれば、西欧列強の言語文化の摂取は
「近代化」の同義語であった。外国言語文化
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の摂取の在り方を見直すとすれば、ひとまず
「近代化」を成し遂げ、経済・技術大国の仲
間入りをした今、「近代化」の次に掲げるべ
きあらたな目標を設定することであろう。し
かし、その点に関しては本当の議論がなされ
ないままに、なしくずし的な改革とそれに対
抗する保守的な反改革に終始してきたのが
現実ではなかろうか。 

 

２．研究の目的 

「近代化」と「西欧受容」の在り方を、東北
アジア（日本、韓国、中国）における外国語
教育の現状を通して、具体的に知ること。そ
の知見に基づいて、外国言語文化の摂取に関
する近未来の展望を描いてみること。 

 

３．研究の方法 

 「近代化」と「西欧受容」の在り方は実際
は多岐にわたる大きなテーマなので、フラン
スの言語文化の教育の現状を具体的に調査
することから始めることとした。そのために
（１）韓国と中国の主要な大学を訪問し、仏
語科の教員との意見交換を通して、基礎的な
知見を得る、（２）授業参観、学会の見学を
通して、より具体的な知見を得る、（３）教
科書、教員の論文、翻訳などの資料を収集す
る、（４）韓国、中国の近代化の歴史を文献
資料に基づいて調査し、背景となる歴史的な
文脈・政策に対する理解を深める。 

 
４．研究成果 
１． 以下に列挙する成果を得た。 
（１） 韓国：ソウルにある五大学（国立ソ

ウル大学、成均館大学、慶熙大学、淑明
女子大学、梨花大学）を訪れた。仏語は
韓国の大学で教えられている欧米言語
の中で英語に継ぐ第二の勢力を持つ言
語である。教員のプロフィールは日本の
外国語教員のそれと類似している。フラ
ンスへの留学経験を持ち、文学や言語に
関する研究論文で博士号を取得してい
るものが大部分である。教員になってか
らも、昇進のためには、毎年、数点の論
文の提出が義務付けられている。学会は
文学・言語関連の組織だけではなく、芸
術・文化などの分野の組織が持ち回りで
開催母体となって開く合同学会である。
これは一義的には規模の問題であるが、
我が国でも仏語仏文学の教員・研究者の
数が減少する傾向が続くならば、将来こ
のようにフランス文化全体に関わる研
究者の合同学会を組織する道もあるこ
とを示唆しているように受け止めるこ
ともできるであろう。しかし韓国の外国
語教育が実用的な言語運用に力点をお
くよりも、文化的な内容を重要視してい
る点において、日本とよく似ている。ま

た韓国の仏語教員の中には、日本の研究
者ないしは研究グループと交流してい
るものが、少なからずいることも確認で
きた。 

（２） 中国：北京、天津、上海、武漢、南
京の主だった大学（北京大学、北京外国
語大学、北京語言大学、首都師範大学、
天津外国語大学、復丹大学、南京大学、
武漢大学、華中師範大学）の仏文科を歴
訪し、教員と意見交換して、有益な知見
を得た。その結果次の点が中国における
外国語教育の特徴であることが分かっ
た。 

① 外国語を学ぶ者は大学の中に設置
されている外国語学院に所属し、4年間選
択した外国語の習得に特化したカリキュ
ラムに従って、外国語の実用的な習得に専
念する。三年時の終わりに検定試験を受け
て、それにパスしなければならない。聞
く・話す能力に力点が置かれているので、
卒業年度まできた学生の言語運用能力は
かなり高い。授業は習得言語（英語、仏語
など）で行われる。学部生のレベルで日中
を比較すると、教養・文化的知識を度外視
すれば、中国人学生のほうが勝っている。 

② 実用的・実戦的な外国語の運用能力を身
に付けることが大学における教育の目的
になっていることは、中国の大学が就職に
有利に働く技能を身に付けさせ、免状を出
すことに存在理由を見出している証拠で
あり、日本のように高度な＜教養主義＞を
標榜していないことに由来する。そして、
事実、高度成長期にある中国では、中国国
内に進出してくるフランス企業（自動車、
食品、スーパー、化粧品、奢侈品など）に
よる雇用、公用語がフランス語であるアフ
リカの資源国への派遣要員など、社会のニ
ーズが相応に存在している。 

③ しかし同時に教員採用のレベルでは、し
かるべき格の大学に採用されるためには
「博士号」を取得していなければならない。
しかし中国の大学でフランス語の博士課
程を設置している大学は数えるほどしか
ない。したがって、ここには大いなる矛盾
が生じている。学部では文学・思想など研
究者として将来必要な＜教養＞はごくお
ざなりにしか教えられていない。またそれ
を教えられる教員もほとんどいない。した
がって、修士課程、博士課程をめざすため
には、限られた大都市の有名大学を狙うほ
かないが、それは非常な狭き門である。中
にはフランスの大学へ留学し、本格的な博
士論文をフランス語で書いて戻ってくる
ような例外もあるが、現状は、大学で現在
教えている講師（20代後半から 30才前後）
がどこかの大学の博士課程に登録し（もち
ろん試験に通らなければならない）、教え



 

 

ながら、博士論文を準備して、将来に備え
ているような例が少なからずある。中国の
大学は中央の教育部（文部科学省に相当）
が直轄するエリート校とそれ以外の＜私
立＞校に分かれているが、大学の名に値す
る研究の母体となるような大学は、中国広
しといえども数えるほどしかない。将来そ
れがどのように変貌するかは、今後の課題
であるが、隣国の日本との関わりを展望す
る際にも、そのことを視野にいれておく必
要があるだろう。 

（３） 東北アジアにおける未来展望：以上
の現状を踏まえると、東北アジアにおける
外国語教育に関する未来展望として、次の
諸点を指摘することができるだろう。 
① 我が国の大学における外国語教育
の質を向上させるためには、一つの言語を
技能として四年間にわたって習得する学
生を募集すること。一クラス三十名として、
二年間は聞く・話す能力をのばし、三年目
に読むことを教え、四年目に書くことを教
える。この方式は中国方式と日本方式を合
体させたものである。一般教養としての外
国語という枠を残すとしても、この一クラ
ス三十名は志望と選抜による特別専攻と
する。このクラスは副専攻として経済・法
律・社会学などを選ぶことができるが、そ
れらもすべて選択した外国語を通して行
う。 
② 日本の西欧研究の蓄積は、東北アジ
アにおいては例外的な高水準にある。また
原典資料の整備も公的な図書館および個
人の蔵書などによって、行き届いている。
これを一つの有用な資源として、日・中・
韓でのアカデミックな交流に活用するこ
と。中国の外国語教育において、欠落して
いる部分は研究者の数が少ないこと、およ
び、原典資料が大学の図書館にほとんど存
在しないことである。日中の教員間の交流
が盛んになれば、過渡的には、日本の教員
が中国の大学の修士課程や博士課程で教
えることも可能であろうし、原典資料で日
本では廃棄の憂き目を見るような退職教
員の＜財産＞の再利用の可能性も出てく
るだろう。 
③ さらに長期的な展望に立てば、次の
ようなことが言えるだろう。二十一世紀初
頭の世界は多くの紛争に満ちている。ソ連
のペレストロイカ、ベルリンの壁の崩壊、
冷戦構造の終焉。かくして二十世紀の最後
の十年間は新秩序の模索に明け暮れたが、
近年は＜アラブの春＞の動乱が続くなか、
世界はまだ新たな道を見出していない。そ
うした中で、超大国をめざす中国のめざま
しい経済成長があり、韓国経済ももちなお
して、東北アジアは世界経済の第二位と第
三位が隣接する位置にあり、今後の世界の

方向を牽引する力が期待されている。この
地域が紛争の地域になるか、共存共栄の地
域となるかは、世界の和平を左右する大問
題である。そのために何をしなければなら
ないか。言うまでもなく、二次大戦の傷跡
を乗り越えて、経済的交流にとどまらない
より深いところでの交流をこの地域の知
識人たちが実現することである。現在猛ス
ピードでかつ未曾有の規模で進行してい
る中国の＜近代化＞は西欧資本主義の模
倣である。古い物が見境いなく壊され、そ
の廃墟の上に欧米型のビルが建造され、生
活スタイルは急速に欧米化していく。その
速度と歯止めのかからなさは恐ろしいほ
どである。一歩先に同じ道を歩んだ日本人
から見ると、そこにはさまざまな負の側面
も含めて、＜いつか来た道＞感覚、既視感
覚に溢れている。しかしこれでよいのか？
これほど無反省に欧米の模倣につきすす
んでよいのか？欧米モデルは、欧米ではす
でにさまざまな障害・害悪を生み出し、欧
米人自身の中から反省の声があがってい
ないか？金融資本主義一本槍の道をつき
すすんだ果てには＜破滅＞が待っている
のではないか？すでに中国人の若い世代
から、そのような声があがって来ている。
東北アジアは深いところでつながってい
る。古代中国が生み出し、今日にいたるま
で、さまざまな変貌を遂げながら伝承され
てきた＜中国哲学＞が生み出した知恵が
共有されている。現代世界を支配している
＜グローバリゼーション＞理論に対抗す
るあらたな＜道＞を東北アジアが一致協
力して提示すべきではないのか。それには
中国哲学をより深く、より根源的に欧米に
紹介する努力を西欧研究に従事し、そ  
の言葉や思想の理解につとめ、東北アジア
に紹介する仕事をしてきた者たちが協力
してあたるべきではないか。それが今回の
研究が示唆した大きな成果である。 
④ 以上に述べた成果を今後につなげ
る具体的な提案を以下に列挙する。 
ⅰ同じ作家、同じ作品、同じ主題を研究
する日本・韓国・中国の研究者たちの連
携を深める。当初は手探りでも、我が国
である程度以上の規模のシンポジウムや
研究会を持つ際には、隣国（韓国・中国）
の研究者を捜し、参加を求める（可能な
らば招待する）。 
ii 学会レベルでの交流・連携を深める。
現時点では中国との連携は、政治的な理
由から歯止めがかかり、容易ではない。
中国のフランス語教師の学会は、フラン
ス外務省の予算で、年一回、場所を変え
て行われている。中国政府が関与するの
は各大学の科長が招集されて行うもので、
行政面での指導であり、研究とは無関係



 

 

である。したがって、当面は、中国側に、
研究者の交流を呼びかけ、少しずつ輪を
広げていくのが穏当であろう。 
iii学術交流の一環として、授業・講義・
ゼミナールなどへの相互乗り入れも考え
られる。日本と韓国は素地が似ているの
で、大きな問題はないが、中国との間で
は同じレベルでの相乗りよりも、語学教
育のレベルで中国人教師が力を発揮する
とすれば、日本人教師は文学・思想のレ
ベルで中国の大学で教鞭を取ることが出
来るのではないか。双方の長所を取り入
れながら、交流することで、意思の疎通
がはかられ、より建設的な提案が双方か
らなされることが期待できる。そしてそ
のような交流を通して、②で述べたよう
な資源の活用がなされ、東北アジアの根
底に共通に流れている思想を欧米へ発信
する共同作業が推進されるのではないか
と期待される。 
iv 今後期待されるのは、欧米思想の紹
介・追随ではなく、より発信型のメッセ
ージを打ち返すことである。そのために
は、地域的な連携が不可欠である。西欧
受容の担い手が同時に東北アジアの言語
のすべてに通じていれば理想的だが、で
なければ連携して補完的になる必要があ
ろう。 
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